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探しています。歌麿に関する情報！　詳しくは　本　文化課（☎21－2426）へ
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二
代
目
歌
麿
の
肉
筆
画
は
、
前
回
紹
介
し
た
太
平
神
社
の
板

額
だ
け
で
な
く
、
市
内
の
旧
家
に
も
扇
面
画
が
保
管
さ
れ
て
い

ま
す
。
二
代
目
歌
麿
も
、
当
時
の
栃
木
の
豪
商
、
文
化
人
た
ち

と
交
流
し
て
い
た
こ
と
を
裏
付
け
る
作
品
で
す
。

　

二
代
目
歌
麿
は
、
恋
川
春
町
に
師
事
し
て
春
町
の
没
後
に
二

代
目
春
町
と
称
し
、
そ
の
後
、
歌
麿
の
門
人
と
な
っ
て
師
の
死

後
に
二
代
目
歌
麿
を
名
乗
っ
た
浮
世
絵
師
で
す
。 

 　

こ
の
扇
面
画
は
、
紙
本
で
縦
十
六
・
七
セ
ン
チ
、
横
四
十
六
・

二
セ
ン
チ
。
咲
き
乱
れ
る
花
の
中
で
砧
を
打
つ
女
性
が
描
か
れ

て
い
ま
す
。
砧
打
ち
は
、
化
学
繊
維
が
普
及
す
る
前
の
女
性
た

ち
の
仕
事
。
昔
は
木
綿
や
絹
は
特
権
階
級
の
物
で
、
庶
民
の
着

る
衣
類
は
麻
や
樹
皮
な
ど
の
粗
い
繊
維
で
し
た
。
そ
の
た
め
、

洗
濯
の
た
び
に
固
く
な
っ
た
布
を
と
ん
と
ん
と
叩
い
て
柔
ら
か

く
す
る
必
要
が
あ
っ
た
の
で
す
。

　

赤
、
黄
、
紺
な
ど
の
花
に
囲
ま
れ
、
女
性
が
砧
を
打
っ
て
い

ま
す
。
短
時
間
に
さ
ら
さ
ら
と
描
い

た
の
で
し
ょ
う
、
描
き
慣
れ
た
者
の

迷
い
の
な
い
筆
遣
い
で
す
。
落
か
ん

に
は
二
代
目
歌
麿
を
示
す
「
梅
雅
堂

歌
麿
」
の
文
字
が
あ
り
ま
す
。

　

扇
面
画
は
、
幕
末
か
ら
明
治
・
大

正
時
代
の
文
人
画
家
・
富
岡
鉄
斎
が

旧
家
の
所
蔵
品
を
整
理
し
た
画
帳
に

張
ら
れ
て
い
ま
す
。
優
れ
た
扇
面
画

だ
け
を
ま
と
め
た
そ
う
で
す
。

　

二
代
目
歌
麿
の
作
品
は
、
あ
な
た

の
家
の
蔵
に
も
眠
っ
て
い
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。

ば
い 

が  

ど
う

じ
ゅ  

ひ

と
み
お
か
て
っ 

さ
い

せ
ん 

め
ん 

が

き
ぬ
た

第５３回 栃木県郡市町対抗駅伝競走大会
１月29日（日）雨天決行

・開 　会 　式　午前9時30分（県庁）
・往路スタート　午前10時（県庁前）
・復路スタート　午後12時30分(市陸上競技場)
・閉　 会　 式　午後3時（県庁）
◇問合先　 本　スポーツ振興課　☎25－0930

　

県
内
有
数
の
規
模
と
歴
史
を
誇
る
郡
市
町
対
抗
駅
伝
競

走
大
会
が
、
県
庁
〜
市
総
合
運
動
公
園
陸
上
競
技
場
を
往

復
す
る
コ
ー
ス
で
開
催
さ
れ
ま
す
。
県
内
各
郡
・
市
・
町

の
名
誉
を
か
け
、
中
学
生
〜
一
般
・
男
女
ラ
ン
ナ
ー
が
、

10
区
間
・
約
60
㎞
の
熱
い
戦
い
を
繰
り
広
げ
ま
す
。　

　

ま
た
、
同
日
、
市
総
合
運
動
公
園
内
で
は
第
４
回
栃
木

県
小
学
生
駅
伝
競
走
大
会
（
午
前
10
時
ス
タ
ー
ト
）
が
開

催
さ
れ
ま
す
。
選
手
へ
の
声
援
を
お
願
い
し
ま
す
。

※

大
会
当
日
は
、
ラ
ン
ナ
ー
や
大
会
関
係
車
両
の
通
行
に

　

よ
り
、
一
時
的
に
道
路
が
混
雑
す
る
こ
と
が
予
想
さ
れ

　

ま
す
の
で
、
ご

　

注
意
・
ご
協
力

　

を
お
願
い
し
ま

　

す
。

（県小学生駅伝競走大会）


